資料解説 : トマス・ホッブズ著作文庫から by 篠原 久 & Hisashi Shinohara
61．Eight bookes of the Peloponnesian Warre．Writte  by
Thvcydides the sonne of Olorvs．Interpreted with faith and
diligence immediately out of the Greeke by Thomas Hobbes
secretary to yelate earl of Deuonshire．London，Imp inted
for Hen：Seile，… 1629．
ホッブズ（1 5 8 8－1 6 7 9）はオックスフォード大学卒業
後、家庭教師として二代目デヴォンシャー伯のもとに2 0
年間を過ごし、その間の青年伯爵との大陸旅行後の伯爵
秘書の時代には、余暇を古典（主として歴史書）の研究
に専念した。その成果が、伯爵の死の翌年に出版された
本書、トゥキュディデス『ペロポネソス戦史』（全8巻）
の翻訳である。当時40歳のホッブズの最初の著作である。
彼は晩年の『自伝』のなかで、「群衆よりもひとりの人
がどれほど賢明であるか」を、アテナイのデモクラシー
の運命によって同胞に示すことが本訳書の意図であった
と述べている。
2．Elementorvm philosophiae sectio tertia de cive．Pro．8．
15．Per me reges regnant et legum conditores iusta decernunt．
Parisiis ［privately printed］， 1642．
二代目デヴォンシャー伯の死後、ホッブズはいったん
伯爵家を離れ、スコットランドの貴族の「大陸旅行付き
添い家庭教師」として再びフランスに渡り、「幾何学と
の恋」に落ちたあと、この学問に基づく新たな政治学の
検討に入っていく。三代目デヴォンシャー伯の家庭教師
としての三度目の大陸旅行時にはガッサンディ、デカル
ト、ガリレイを訪ね、帰国後、「哲学体系」の構築に取
りかかった。それは『物体論』『人間論』『市民論』の順
に刊行される予定であったが、当時のイギリスの政治的
危機に触発されて、まず最後の部分を『哲学要綱第三部、
市民について』として公刊したのが本書である。これは
パリで私家版として出版されたものであって、印刷部数
が僅少であったことから、伝説的な稀覯本となっている。
口絵上部には「宗教」下の天国と地獄、下部には「統治」
下の平和と、「自由」（放縦）下の戦争の状態が描かれて
いる。
3．Elements philosophiqves du citoyen．T r a i c te´po l i t i q v e，
ou｀les fondemens de la societe´ civile sont descouverts par
Thomas Hobbes，et traduicts en Francois par un de ses amis．
A Amsterdam，de l’imprimerie de Iean Blaev．1649．
『哲学要綱第三部　市民について』の最初のフランス
語訳。翻訳者はホッブズ称賛者のフランス人医師サミュ
エル・ソルビエール（1 6 1 5－7 0）であり、彼は原著のラ
テン語私家版に感銘を受け、1 6 4 7年に三つの本格的ラテ
ン語版、4 9年に二つのフランス語版の出版をアムステル
ダムで成功させた。出版者のジャン・ブラウは、オラン
ダの地理学者兼印刷業者のウィレム・ブラウ（1 5 7 1－
1 6 3 8）の息子で、1 6 6 8年にはホッブズのラテン語「著作
集」を出版することになる。
4．Human nature：or，the fundamental elements of policy．
Being a discovery of the faculties，acts and passions of the
soul of man，from their original causes ；according to such
philosophical principles as are not commonly known or
a s s e   e． Th  s cond edition，Augmented and much
corrected by the authors own hand．By Tho．Hobbs of
M a l m s b u r y． L o n d o n， Printed by T．Newcomb for John
Holden…，1651．
チャールズ1世（在位1 6 2 5－4 9）の教会政策へのスコ
ットランドの抗議（挙兵）に端を発するイギリスの内乱
（市民革命）開始期に、ホッブズは『人間の本性』と
2.Elementorum philosophiae sectio tertia de cive. 1642 
7『政治体について』という二つの著作を執筆していた。
彼の意図では、両者は合わせて『法学要綱』として出版
されるべきものであったが、当時は印刷されないで、草
稿のまま回覧された。国王側を支持するとみられる要素
を含むこの草稿が、1640年11月に召集された「長期議会」
からの迫害をもたらすと考えたホッブズは、直ちにフラ
ンスへ亡命し、1 6 5 1年の末まで国外生活を送ることにな
る。『法学要綱』そのものは、1 6 5 0年にロンドンで2部に
分けて出版された。本書はその第1部『人間の本性』の
第2版であり、本点は見返しに「1 7 4 6年5月1 3日、古事研
究協会書記ジョージフ・エイムズ氏［書誌学者］より本
書を頂く」と書入れのある手沢本である。
5．Philosophical rudiments concerning government and
s o c i e t y． Or， a dissertation concerning man in his severall
habitudes and respects，as the member of a society， ir s t
secular，and then sacred．Containing the elements of civill
politie in the agreement which it hath both with naturall and
divine lawes．In which is demonstrated，b th what the
origine of justice is，and wher n the essence of Christian
religion doth consist．Together with the nature，l i m i t s，
and qualifications both of regiment and subjection．B y
Tho：Hobbes．London，printed by J．G．for R．Royston．
… 1651．
『哲学要綱第三部　市民について』（1 6 4 7年のラテン
語版）のホッブズ自身による英訳版。『市民について』
のラテン語版を大いに称賛し、その英訳を申し出たエド
マンド・ウォーラー（1 6 0 6－8 7，政治家で詩人）は、ホ
ッブズ自身によるその第1編の試訳のすばらしさに感銘
し、この翻訳者は原著者以外にはないと述べたというエ
ピソードが伝えられている。このジョン・オーブリによ
る挿話の信憑性については疑問が提出されてきたが、H．
ウォレンダーは新版ホッブズ著作集（オックスフォード
大学出版部）の『市民論』（1 9 8 3）の編者序文において、
オーブリ説を支持している。
6．Leviathan，or the matter，forme，＆ power of a common-
wealth ecclesiasticall and civill．By Thomas Hobbes of
M a l m e s b u r y．L o n d o n，printed for Andrew Crooke，at the
Green Dragon in St．Pauls Church-yard，1 6 5 1．［F i r s t
edition，firsti sue］
ホッブズの主著『リヴァイアサン』は、『市民につい
て』のホッブズ自身による英訳刊行の年（1 6 5 1）の4月
にロンドンで出版された。チャールズ1世処刑の2年後で
あり、ホッブズはまだパリに亡命中であった。「コモン
ウェルスの質料と形相と力」（副題）を論じる彼の「国
家論」は、素材としての人間の諸能力の分析から始まる
革新的な政治哲学であり、その後の社会・政治思想に多
大の影響を及ぼし続けている。表題の「リヴァイアサン」
というのは、『ヨブ記』第4 1章に登場する海獣で、「地の
上にはこれと並ぶものなく、これは恐れのないものに造
られた」とある。口絵では、右手に剣、左手に牧杖をも
った巨人が、平和な田園風景をみおろしているが、よく
みると、この巨人は無数の人間が寄り集まってできてい
るのがわかる。『リヴァイアサン』の「初版」には二種
類の偽版があるが、本点は、アイルランドの哲学者ウィ
リアム・モリニュークス（1 6 5 6－9 8）旧蔵書で（口絵への
署名と本文への書き込みがある）、タイトルページに“head”
装飾をもつ真正の初版である。
7．L e v i a t h a n，o rt hem a t t e r， f o r m e，＆ power of a
c o m m o n - w e a l t he c c e s i a s t i c a l la n dc i v i l l．By Thomas
6.Leviathan, or the matter, form, & power of a common-wealth ecclesiastical and
civil. 1651. ［First edition, first issue］
H o b b e sofM a l m e s b u r y． L o n d o n，p r i n t edf orA n d r e w
C r o o k e，att heG r e enD r a g o ni S t．P a u lsC h u r c h - y a r d，
1651．［First edition，second issue］
タイトルペ－ジに“bear”装飾（「二束の群葉をもつ熊」
の装飾）をもつ『リヴァイアサン』初版の偽版。初版刊
行後ほどなくしてオランダで印刷されたものと考えられ
ている。真正の初版では4 0－4 1ページのあいだに折りた
たんで挿入されていた「学問区分表」は、この版では
2－3ページに挿入されており、挿入箇所を指示する文言
がなくなっている。
8．L e v i a t h a n，ort h em a t t e r， f o r m e，＆ p o w e ro fa
common-wealth ecclesiastical and civil．By Thomas Hobbes
ofMalmesbury．London，printedforAndrewCrooke，at
the Green Dragon in St．Pauls Church-yard．1 6 5 1．
［First edition，third issue］
タイトルページに“o r n a m e n t s”装飾（5列に配された
2 5個の飾り）をもつ『リヴァイアサン』初版の偽版。
1 6 8 0年頃にロンドンの書籍販売業者リチャード・チズウ
ェルによって印刷されたものと考えられている。「学問
区分表」は、“b e a r”版と同じく2－3ページに挿入されて
おり、本文の“The Introduction”上部のデザインは、
“h e a d”版、“b e a r”版に比べて、きわめて簡素化されて
いる。このような偽版が出まわったのは、『リヴァイア
サン』の再版が、その無神論的見解と　神性を理由に、
許されなかったことに起因する。
9．De corpore politico．Or the elements of law，moral ＆
politick．W th discourses upon several heads；as of th  law
of nature，oathes and covenants，s veral kinds of
government．With the changes and revolutions of them．By
T h o． Hobbs of Malmsbury．L o n d o n， printed by Tho：
Roycroft for John Martin，… 1652．
ホッブズの『法学要綱』は、1 6 5 0年に『人間の本性』
と『政治体について』の2部に分けて出版された。本書
は後者（「政治論」）の第2版である。「人間論」と「政治
論」とを含む『法学要綱』を敷衍したものが『リヴァイ
アサン』であって、ホッブスはこの主著刊行の年（1651）
の年末にイギリスに帰国し、再びフランスにもどること
はなかった。
1 0．Les corps politiqve ov lese´lem´ents de a loy morale et
civile．Av c des re´flexionssurlaloy denature，sur les
serments，les pacts，＆ lesdiuersessortesd  gouuernemens；
leurs changemens，＆leurs reu´olutions．Par Thomas Hobbes，
Anglois．Traduit d’Anglois en Franc5ois par vn de ses amis．
1652．
『法学要綱』第2部『政治体について』のフランス語
訳初版。翻訳者は、『市民について』の場合と同じく、
フランスの医師サミュエル・ソルビエールである。本書
の口絵は『リヴァイアサン』のそれの上半分を利用した
ものであるが、ここでの「巨人」は、右手には剣をもっ
ているものの、左手は牧杖ではなく、天秤をもっている。
1 1．L e v i a t h a n： of van de stoffe，g e d a e n t e， nde magt
van de kerckelycke ende wereltlycke regeeringe．Beschreven
door Thomas Hobbes van Malmesbury．Tot Amsterdam，
by Jacobus Wagenaar，…Anno 1667．
『リヴァイアサン』のオランダ語訳の初版。翻訳者は
7.Leviathan, or the matter, form, & power of a common-wealth ecclesiastical and
civil. 1651. ［First edition, second issue］
8.Leviathan, or the matter, form, & power of a common-wealth ecclesiastical and
civil. 1651. ［First edition, third issue］
8
9不詳。口絵は1651年のフォリオ版のものを利用している。
『リヴァイアサン』でホッブズの肖像画を付している最
初の版本である。
1 2．L e v i a t h a n， sive de materia，f o  m a， ＆ p o t e s t a t e
civitatis ecclesiasticae et civilis．Authore Thoma Hobbes，
M a l m e s b u r i e n s i． A m s t e l o d a m i， Apud Joannem Blaev．
1670．
『リヴァイアサン』の著者自身による最初のラテン語
訳は、オランダの J．ブラウによって刊行された最初の
ホッブス著作集 Opera philosophica（1 6 6 8）に収められて
いるが、本書はその2年後に同じ出版者によって単独に
公刊されたもの。英語版とラテン語版では表現上の相違
が散見され、とりわけ後者では、第4部「暗黒の王国」
の第4 6章と第4 7章が全面的に書きかえられ、英語版の
「総括と結論」は（部分的に第4 7章に組み入れられた上）
削除されて、三つの小論文が付録として付されている。
1 3．The Iliads and Odysses of Homer．Translated out of
Greek into English，by Tho：Hobbes of Malmsbury．With
a large preface concerning the Vertues of an heroick poem ；
written by the translator．The second edition．L o n d o n：
Printed for Will．Crook，… 1677．
ホッブズは8 5歳のとき（1 6 7 3）に、ホメロスの『オデ
ュッセイア』全24歌のうち4歌（9－12歌）を翻訳出版し、
その全訳を2年後に公刊した。引き続き『イリアス』全
2 4歌の翻訳が行なわれ、1 6 7 6年には『オデュッセイア』
訳との合冊版が出版された。本書はその第2版である。
トゥキュディデスの翻訳でその学問的著作を開始したホ
ッブズは、ホメロスの翻訳でその生涯をほぼ終えること
になる。
1 4．Decameron Physiologicum： r， ten dialogues of
natural philosophy．By Th mas Hobbes of Malmsbury．To
which is added the proportion of a straight line to half the arc
of a quadrant．By the same author．Lond n：printed by J．
C． for W．Crook …1678．
ホッブズが9 0歳のときに出版した最後の著作で、自然
哲学の起源・研究方法、真空、水・空気；熱・冷；硬・
柔の諸性質、重力作用、磁極等に関する1 0編の対話形式
の論文から成っている。巻末にオックスフォードの幾何
学教授ジョン・ウォーリス（1 6 1 6－1 7 0 3）との永年の論
争を継続する論文が付されている。ホッブズはロバー
ト・ボイル（1 6 2 7－9 1）を含む王立学会のメンバーとの
論争においては、真空の存在を否定し、実験科学を軽蔑
し、いわゆる「不能」問題としての円積問題の解法をあ
みだそうとしていた。
15．Behemoth；or an epitome of the civil wars of England，
from 1649，to 1660．By Thomas Hobs of Malmsbury．
London，printed anno dom．1679．
王政復古後の1 6 6 8年頃にホッブズは「イングランド
の内乱史」を書き上げていたが、生前には出版の許可
を与えなかった。本書はホッブズ最晩年に刊行された
”unauthorizededition”の一つである。のちにテニエスが、
オックスフォードのセント・ジョンズ・コリッジに保管
されていた清書原稿を発見し、1 8 8 9年にこれを『ビヒモ
ス、もしくは長期議会』として出版した。「ビヒモス」
は、『ヨブ記』第4 0章に登場するところの、「リヴァイア
サン」と対比される怪獣である。
1 6．The art of rhetoric，wi h a discourse of the laws of
E n g l a n d． By Thomas Hobbes of Malmesbury …L o n d o n，
printed for William Crooke …1681．
ホッブズの死後二年に出版された本書には、 （1）
The whole art of rhetorick，（2）The art of rhetorick plainly
set forth：with pertinent examples for the more easie
understanding and practice of the same，（3）A dialogue
between a phylosopher ［sic］ and a student of the common-
law of England の三点が含まれている。（1）はキャヴェ
ンディッシュ（デヴォンシャー伯）家の子弟にホッブズ
が書きとらせたアリストテレスの『弁論術』のラテン語
訳に基づく英訳であり、1 6 3 7年に最初に発表されたもの
であるが、（2）はホッブズのものではなく、A u d o m a r u s
Talaeus （Omer Talon，1510？－62）の『弁論術』（ラテ
ン語）のDudley Fenner （1558？－87）による英訳である
ことがペトルス・ラムスの研究家 W． J．O n gの1 9 5 1年の
論文によって初めて明らかになった。（3）の『哲学者と
イングランド普通法学者との対話』は1 6 6 0－7 0年代に執
筆・回覧されたのち、本書において初めて出版されたも
の。この『対話』は、法一般の概念やイングランド法の
本質についてのすぐれた議論のゆえに、広く読まれ続け
てきたが、その趣旨は、イングランドの法源論からして、
異端を理由とする訴訟は成立しえない点を明らかにする
ことにあったといわれている。
1 7．Thomae Hobbes Angli Malmesburiensis philosophi vita
… C a r o l o p o l i： A ud Eleutherium Anglicum，sub s gno
veritatis．Londini：Apud Guil．Crooke．1681．
ホッブズはラテン語での二種類の自伝を残しており、
その一つは「哀歌調の2行連句」で書かれた彼の8 4歳の
ときのものである。ほかに同時代人による伝記としては、
オーブリのノートに基づいてリチャード・ブラックバー
ンがラテン語で書いたものがある。本書はこれら3種類
の伝記をホッブズの死後2年の1 6 8 1年にまとめて刊行し
たものである。翌年には、ホッブズの著作リストとホッ
ブズへの賛否両論の著作リストとを付した本書の新版が
出されており、本コレクションに含まれているが、この
新版はHugh Macdonald and-Mary Hargreavesの『トマス・
ホッブズ書誌』（1952）にも記載のない貴重なものである。
1 8．Historia ecclesiastica carmine elegiaco concinnata．
Authore Thoma Hobbio Malmesburiensi．Opu  posthumum
… Augustae Trinobantum ［scil．London］：Anno Salutis，
1688．
1 6 6 6年、政府は異端者を刑法上の犯罪者とみなす法案
を下院に提出した。これは日の目をみずに終ったが、こ
の時期からホッブズがその生涯を終えるまで、彼はつね
に弾圧の脅威を感じていた。この間に彼が書き残した多
くのものは異端問題を取り上げており、本書のラテン語
韻文による『教会史』もその一つで、死後9年の1 6 8 8年
に出版されたものである。この『教会史』は『リヴァイ
アサン』の一種の続編だという解釈もある。
1 9．The moral and political works of Thomas Hobbes of
malmesbury．Never before collected together．To which is
prefixed，the author’s life，extracted from that said to be
written by himself，as also from the supplement to the said
life by Dr．B l a c k b o u r n e； and farther illustrated by the
e d i t o r， with historical and critical remarks on his writings
and opinions．London ［no printer］： printed in the year
1750．
1 7世紀に刊行されたホッブズ著作集としては、前述のア
ムステルダムのブラウによって刊行されたO p e r ap h i l o s o p h i ca
（2 v o l s．，1 6 6 8）のほかに、二種類のT r a c t s（L o n d o n，
1 6 8 1；1 6 8 2）および T r i p os（L  n d o n，1 6 8 4）があり、1 9
世紀にはモールズワスによる本格的な著作集（英語著作
1 1巻、ラテン語著作5巻、L o n d o n，1 8 3 9－4 5）がある。
本書は1 8世紀の半ばに刊行された1巻本のホッブズ道
徳・政治著作集であり、編者- R・タックの『ホッブズ』
（1 9 8 9）によれば-はジョン・キャンベル（1 7 1 3－9 2，の
ちのビュート伯）である。
2 0．De la nature humaine，o uexposition des facultes´，
desactions＆des passions del’a＾me，＆deleurs causesded´uit s
d’a p re｀sd e sp r i n c i p e sp h i l o s o p h i q u eq uine sontc o m m u ne´-
m e n tnirec5u sn ic o n n u s．P a rT h o m asH o b b e s：O u v r a g e
traduitdel’Anglois．Londres：1772．
フランスの啓蒙思想家ドルバック男爵（1 7 2 3－8 9）に
よる『人間の本性』のフランス語訳の初版。出版地はロ
ンドンとあるが、実際はアムステルダムであろうと考え
られている。ドイツ生まれのドルバックは語学に堪能で
ドイツの自然科学書のほか、イギリスの自由思想家たち
の多くの著作を翻訳した。彼の主著『自然の体系』の一
部はホッブズに基づくものであり、本訳書の2年前に出
版されていた。
1．Descartes，R ne´，1596－1650．
Renati Des-Cartes，Meditationes de prima philosophia ：
in quibus dei existentia，＆ animae humanae a corpore
d i s t i n c t i o， d e m o n s t r a n t u r： his adjunctae sunt variae
objectiones doctorum virorum in istas de deo ＆a n i m a
d e m o n s t r a t i o n e s：cum responsionibus authoris．2．e d i t i o
septimisobjectionibusantehacnonvisisaucta．Amstelodami：
Ludovicum Elzevirium，1642．
デカルトは『方法序説』（1 6 3 7）出版後、その中に述
べられた形而上学的諸問題を展開するために『第一哲学
についての省察』を執筆し、あらかじめ代表的な学者に
その批評を求めて、それへの答弁を付して1 6 4 1年に出版
した。本書はその第2版（『神の存在、および人間の精神
と身体（物体）との区別を証明するところの、第一哲学
の省察』）である。デカルトの友人のメルセンスの求め
に応じてホッブズが執筆した反論は、本書では、1 9 9－
24ページに見られる。
2．D’Avenant，William，Sir，1606－1668．
G o n d i b e r t：an heroick poem；w r i t t e nbyS irW i l l i a m
D’Avenant，London：PrintedfoJohHolden，1651．
イギリスの詩人で劇作家ダヴナントの叙事詩“Gondibert”
の初版。この詩はホッブズの愛読したものであるが、こ
の冒頭には「友人ホッブズ氏」に宛てられた5 0ページの
序文が付されている。これへの「ホッブズ氏の回答」が
本書の5 2－6 4ページに掲載されており、そこではホッブ
ズの＜詩への哲学の適用の試み＞が行なわれている。
補遺A
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3．Hobbes，Thomas，1588－1679．
De mirabilibus Pecci ：being the vvonders of the Peak in
Darby-shire，commonly called the Devil’sArse of Peak．In
English and Latin．The Latin written by Thomas Hobbes of
Malmsbury ：the English by a person of quality．London ：
Printed for William Crook，1678．
ホッブズは生涯、ラテン語や英語による詩作に励んだ
が、本書はそのホッブズ自身による最初の著作（ラテン
語による詩）で、三代目デヴォンシャー伯に伴ってダー
ビーシャーの丘陵への小旅行中（1 6 2 6－2 8頃）に書かれ
たもの。ラテン語の原詩（『ダービーシャーの山頂の驚
異』）は1 6 3 6年に出版された。本書では原詩はイタリッ
ク体で、英詩（これはホッブズの許可を得たものではな
い）はローマン体で印刷されている。
4．Hobbes，Thomas，1588－1679．
Considerations upon the reputation，l o y a lt y， m a n n e r s，
＆ religion，of Thomas Hobbes of Malmsbury．Written b
h i m s e l f， by way of letter to a learned person．L o n d o n：
Printed for W．Cr ok，1680．
ホッブズはボイル（Robert Boyle，1 6 2 7－9 1）と王立
学会の科学方法論とを批判する『自然学対話』 を1661年
に発表したが、 これに対してオックスフォードの幾何学
者ウォリス （J o h n W o l l i s，1 6 1 6－17 0 3）が翌年に『自責
者ホッブズ』を出版し、その中で革命期のホッブズの行
動をめぐる個人攻撃を行なった。これに対するホッブズ
の反論（弁明書）がこの『ホッブズ氏についての考察』
（1662）であって、本書はその第二版である。
5．Hobbes，Thomas，1588－1679．
An answer to a book published by Dr．B r a m h a l l， a te
Bishop of Derry ：called the catching of the Leviathan ：
together with an historical narration concerning heresie，and
the punishment thereof by Thomas Hobbes of Malmesbury．
London：Printed for W．Cr oke，1682．
ホッブズは亡命中にロンドンデリーの主教ブラムホー
ル（John Bramhall，1 5 9 4－1 6 6 3）と自由意志について議
論をし、その後両者のあいだでたびたび論争が行なわれ
ることになる。本書はブラムホールの『リヴァイアサン
の捕獲』（1 6 5 8）に対するホッブズからの反論で、死後
にT r a c t s（1 6 8 2）の一部として発表されたものだが、執
筆は1 6 6 8年である。本書には、異端者を刑法上の犯罪者
とする法案（1 6 6 8年）へのホッブズの反論『異端論』が
付されている。
6．Hobb s，Thomas，1588－1679．
The English Works of Thomas Hobbes of Malmesbury ；
now first collected and edited by Sir William Molesworth，
Bart．London：John Bohn；Longman，1839－1845．11
vols．
（Together with）
Thomae Hobbes Malmesburiensis opera philosophica quae
Latine scripsit omnia in unum corpus nunc primum collecta
studio et labore Gulielmi Molesworth．L o n d n i： J o an n e m
Bohn：Longman，1839－1845．5 vols．
現在、新しいホッブズ著作集がオックスフォード大学
出版部から刊行され始めているが、今日でもなお標準的
なテキストとされているのが、ウィリアム・モールズワ
スによって1 8 3 9年から1 8 4 5年にかけて編集されたこの著
作集（英語著作1 1巻、ラテン語著作5巻）である。下院
議員をつとめたモールズワスは、ジョン・グロートやミ
ル父子等の功利主義者の支持者でもあり、本著作集のた
めに6千ポンドを費やしたといわれている。
17世紀におけるホッブズ批判書
1．Rosse，Alexander，1561－1654．
Leviathan drawn out with a hook，or，An madversions upon
M r．Hobbes his Leviathan：together with some observations
u p o nS r．Walter Raleigh’s historyof thew o r l d．L o n d on：
Printed by Tho．Newcomb，1653．
アバディーン出身のロスによるこの『釣りあげられた
リヴァイアサン』は、ホッブズの主著に向けられた最も
初期の批判書の一つで、以後に続出する他の辛辣な批判
に比べれば穏健なものではあるが、個人攻撃に走らず、
ホッブズの推論の欠陥を指摘するという態度をとってい
る。
2．Eachard，John，1636？－1697．
M r．H o bes’ss t a t eofnature considered：in ad i a l o g u e
between Philautus and Timothy：to which are added five
letters from the author of the grounds，and ccasions of the
contempt of the clergy．London：PrintedbyE．T．andR．H．
forNath．Brooke，1672．
ケンブリッジ大学セント・キャサリンズ・コリッジの
補遺B
教師（m a s t e r）で同大学の副総長をも務めたジョン・イ
ーチャードによる『ホッブズ氏の自然状態の考察』の初
版本。ロバートスンの『ホッブズ』（1 8 8 6）は本書を
「真の論争的機転」が発揮されているものと評している。
本学のコレクションには、本書の第二版と第四版のほか、
計10点のイーチャードのホッブズ批判が含まれている。
3．Clarendon，Edward Hyde，Earl of，1609－1674．
A brief view and survey of the dangerous and pernicious
errors to church and state，inMr．Hobbes’book，entitled
LeviathanbyEdwardEarlofClarendon．［Oxford］：Printed
at the Theater，1676．
オックスフォード大学でのホッブズの後輩で後期ステ
ュアート王朝の高官であったクラレンドン伯エドワー
ド・ハイドは、亡命地で本書『ホッブス氏の「リヴァイ
アサン」と題する著書における、教会と国家にとって危
険有害な誤謬についての、簡潔な見解と調査』を書きあ
げた。これはハイドの遺著となったが、彼は1 6 5 9年の友
人への書簡のなかで、旧友ホッブズへの批判の論点を明
らかにしていた。
4．Filmer，Robert，Sir，1589－1653．
Observations concering the original and various forms of
g o v e r n m e n t：as described，v i z．1 s t．U p o nA r i s t o t l e s
P o l i t i q u e s，2 n d．M r．H o b b e s’sL e v i a t h a n，3 r d．M r．M i l t o n
against Salmatius，4th．Hugo Grotius，De jure bello，5th．
M r．H u n t on’s Treatise of monarchy，or the nature of a
limited or mixed monarchy ：to which is added the power of
the kings by the learned Sir R．Filme，B onnet．London：
PrintedforR．R．C．，1696．
「統治の起源と諸形態」をめぐるアリストテレス、ホ
ッブズ、ミルトン、グロティウス、およびハントンの見
解をとりあげたフィルマーの論集。第二論文のホッブズ
論は1 6 5 2年に発表されたもので、最も初期の『リヴァイ
アサン』批判の一つに数えられている。フィルマーはホ
ッブズの「主権論」には共感を抱きつつも、彼の議論の
諸前提のほとんどを否定している。
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篠原　久（しのはら　ひさし）
専攻は社会思想史、経済学史。
近著に
『アダム・スミスと常識哲学－スコットランド啓蒙思
想の研究－』（有斐閣）がある。
